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	応用
	抗原情報
	背景
	神経栄養因子は、発生過程におけるニューロンの自然発生的な細胞死を制御する働きをします。原型となる神経栄養因子は神経成長因子（NGF）で、1950年代に交感神経節の生存と神経突起の伸展を促進する可溶性ペプチドとして発見されました。構造的に相同性のある神経栄養因子がさらに3つ同定されています。これらには、脳由来神経栄養因子（BDNF）、神経栄養因子3（NT-3）、神経栄養因子4（NT-4）（NT-5とも呼ばれます）が含まれます。NTRK2（PubMed:11152678）の下流のシグナル伝達カスケードを活性化する重要なシグナル伝達分子です。発生過程において、末梢神経系および中枢神経系の特定のニューロン集団の生存と分化を促進します。軸索の成長、経路探索、樹状突起の成長と形態の調節に関与します。成体シナプスにおけるシナプス伝達と可塑性の主要な調節因子。BDNFの多様性は、長期増強（LTP）、長期抑制（LTD）、特定の短期シナプス可塑性、そして内因性ニューロン興奮性の恒常性制御など、様々な適応的ニューロン応答への寄与によって強調されている。
	研究分野
	神経栄養因子; 神経栄養因子; アルツハイマー病; 糖尿病関連; 血栓症; 糖尿病; 肥満
	画像データ
	

	BDNF 抗体を使用したヒト小脳溶解物抽出物のウエスタンブロット分析。

